
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 産業振興部　観光振興課 問合せ先 0957-53-4111（内線242）

一般財源 666 千円

【目的】市内外の来場者の憩いの場として安全で快適に利用できるよう提供する。また、イベントを通し
て海に親しむ機会を創出するとともに松原地区の活性化を図る。

【概要】市内唯一の松原海水浴場で、バンパーボートやハムスターボール、シーカヤック等の水上遊具を
活用したイベントを開催し、同時にライフジャケット着用の徹底を図るとともに周知啓発活動を行う。ま
た、地域団体（大村市漁業協同組合松原支部、松原宿活性化協議会）などの協力による監視業務やカレー
の調理などを行う。

【対象】市内外の来場者

＜松原海水浴場イベント開催事業＞（1日開催）
　（3,328,520円（総事業費)×負担率（20％）＝665,704円

　これまで、市民の憩いの場として松原海水浴場を開設してきたが、平成27年度から日本財団の助成金を
活用し、子どもたちに海に親しんでもらい、同時に海の大切さ重要性を認識してもらうことを目的とし
て、水上遊具を活用した海フェスタ大村湾in松原海水浴場を実施している。
　平成30年度、松原海水浴場イベント開催事業は、事業費に対して20％の負担金(一般財源）が必要であ
るが、平成27年12月、地元から提案された松原地区活性化プロジェクト「松原地区活性化計画」に基づ
き、松原地区の関係団体と連携したイベントを実施することで、松原地区の知名度向上と活性化を図る。
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施策： 観光交流のまちづくり

事業名： 松原海水浴場イベント開催事業 新規 予算額

・イベント開催負担金
・契約関係業務

大村市海フェスタ大村湾
実行委員会

海フェスタ大村湾in松原海水浴場
◎大村市漁業協同組合松原支部

・ブイ設置撤去業務

・監視業務

◎松原宿活性化協議会

・カレー調理業務

委託

協議
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

1,493 4,599

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 0 785 827 1,493

2次評価 1次評価のとおり

妥当性
(市の関与)

　市内唯一の松原海水浴場を活用しイベントを開催することで、松原地区の活性化に繋げる
事業であるため、市が関与することが妥当である。

有効性
(施策貢献度)

　自然を活かしたイベントの開催は、豊かな自然環境を知るきっかけ作りとなるため有効で
ある。

効率性
(コスト)

　必要最小限の事業費であり、削減の余地はない。
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